
「
石
清
水
八
幡
宮
権
別
当
田
中
宗
清
願
文
案
」

二
種
（
漢
字
仮
名
交
り
文
・
和
化
漢
文
）
対
照
本
文

田
　
　
中
　
　
雅

口末
つ



石
清
水
文
書
の
中
に
、
ほ
ぼ
同
じ
内
容
の
文
章
が
異
な
っ
た
文
体
（
和
化
漢
文
・
漢
字
仮
名
交
り
文
）
で
書
か
れ
た
二
種
類
の
「
石
清
水
八
幡

官
権
別
当
田
中
宗
清
願
文
案
」
と
い
う
文
書
が
存
す
る
。
和
化
漢
文
の
方
は
、
末
尾
に
「
建
保
五
年
五
月
廿
七
日
弟
子
石
清
水
護
璽
寸
樽

別
書
法
印
大
和
蘭
位
宗
清
」
と
あ
り
、
「
右
草
、
式
部
樺
少
輔
大
江
朝
臣
周
房
筆
跡
也
」
の
奥
書
を
有
し
て
い
る
（
『
群
書
類
従
』
第
一
韓
、
『
大

日
本
古
文
書
』
家
わ
け
第
四
・
石
清
水
文
書
之
二
）
。
漢
字
仮
名
交
り
文
の
方
は
、
末
尾
に
「
貞
應
二
年
十
月
　
日
法
印
大
和
尚
位
」
と
あ
り
、
極

書
「
時
之
権
別
富
法
印
立
願
之
事
、
雑
傾
名
所
望
之
虞
、
京
極
中
納
言
定
家
脚
承
引
之
趣
、
不
可
思
議
之
一
軸
也
、
是
則
可
為
雄
徳
山
奇
珍
之

英
一
者
乎
　
慶
長
十
五
仲
冬
日
（
花
押
）
」
が
附
載
さ
れ
て
い
る
（
『
天
理
図
書
館
善
本
叢
書
古
文
書
集
』
影
印
、
『
大
日
本
古
文
書
』
家
わ
け
第
甲

石
清
水
文
書
之
六
）
。
両
者
の
関
係
は
、
天
理
図
書
館
善
本
叢
書
の
解
題
に
よ
る
と
、
大
江
周
房
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
和
化
漠
文
体
の
願
文
案
を
、

田
中
宗
清
の
話
に
よ
っ
て
定
家
が
平
仮
名
交
り
文
に
書
き
下
し
た
も
の
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
和
化
漢
文
の
本
文
は
、
群
書
類
従
本
と
大
日
本

古
文
書
本
と
で
箇
条
の
出
入
り
が
あ
り
、
漢
字
仮
名
交
り
文
と
比
較
し
て
も
順
序
不
同
で
あ
る
。
ま
た
、
定
家
筆
の
漢
字
仮
名
交
り
文
で
は
、

和
化
漢
文
の
「
所
願
成
就
了
可
令
遁
世
事
」
の
条
と
末
尾
の
願
文
が
脱
落
し
て
お
り
、
部
分
的
に
は
「
別
富
巳
下
可
支
配
庄
園
事
」
・
「
別
富

職
可
次
第
特
任
事
」
・
「
先
師
墓
所
可
建
立
一
堂
事
」
・
「
可
奉
渡
唐
本
一
切
経
事
」
各
箇
条
で
一
部
の
文
や
句
を
欠
い
た
り
、
「
わ
か
み
山

た
ト
し
き
道
に
　
さ
た
め
お
き
て
　
人
の
う
れ
へ
の
　
く
も
を
へ
た
て
し
」
の
歌
な
ど
が
補
わ
れ
た
り
し
て
お
り
、
更
に
詳
細
に
見
る
と
語

句
の
レ
ベ
ル
で
は
若
干
の
出
入
り
や
不
一
致
な
ど
も
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
両
者
間
に
少
な
く
な
い
異
同
も
指
摘
で
き
、
漢
文
の
文
章
と
完
全

に
嘉
す
る
逐
語
訳
的
な
訓
読
文
と
は
異
な
る
が
、
全
体
的
に
は
大
江
周
房
の
和
化
漢
文
を
漢
字
仮
名
交
り
で
訓
読
し
た
も
の
と
認
め
ら
れ

る
。本
文
書
の
和
化
漢
文
本
文
と
漢
字
仮
名
交
り
本
文
は
、
形
態
上
は
各
々
独
立
し
た
文
書
で
和
化
漢
文
・
漢
文
訓
読
文
の
文
章
と
し
て
の
文

体
的
性
格
を
そ
れ
ぞ
れ
有
し
な
が
ら
存
し
て
お
り
、
と
も
に
表
現
主
体
の
表
現
行
為
・
意
識
が
反
映
さ
れ
た
文
章
で
あ
る
と
言
え
る
。
但
し
、

漢
字
仮
名
交
り
文
の
方
は
、
前
述
し
た
よ
う
に
、
先
に
成
立
し
て
い
た
和
化
漢
文
を
下
敷
き
に
し
た
訓
読
文
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
、

理
解
行
為
と
し
て
の
文
章
の
性
格
も
同
時
に
有
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
和
化
漢
文
の
訓
読
で
あ
る
と
は
い
い
な
が
ら
、
原
漢
文

「
石
清
水
八
幡
宮
権
別
当
田
中
宗
清
願
文
案
」
二
種
（
漢
字
仮
名
交
り
文
・
和
化
漢
文
）
対
照
本
文
　
　
　
　
三
四
七
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に
読
み
が
施
さ
れ
た
訓
点
資
料
の
よ
う
な
訓
読
と
は
幾
分
性
格
が
異
な
る
。
漢
字
文
に
補
足
的
に
読
み
が
書
き
込
ま
れ
た
言
わ
ば
隷
属
的
な

訓
読
文
で
は
な
く
、
日
本
語
が
漢
文
訓
読
文
（
和
漢
混
清
文
）
と
い
う
文
章
様
式
に
よ
っ
て
表
現
さ
れ
た
独
立
し
た
文
章
と
な
っ
て
い
る
た
め

に
、
幾
つ
か
の
特
徴
的
な
事
象
も
指
摘
で
き
る
。
両
者
の
こ
の
よ
う
な
関
係
と
特
徴
を
捉
え
な
が
ら
、
そ
の
本
文
を
比
較
対
照
し
て
考
察
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
「
和
化
漢
文
の
訓
読
に
関
す
る
問
題
」
と
、
「
日
本
語
の
一
表
現
様
式
（
表
現
行
為
）
と
し
て
の
和
化
漢
文
の
用
字
・
用
語

や
語
法
の
問
題
」
な
ど
に
つ
い
て
明
ら
か
に
し
得
る
点
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
二
種
類
の
文
体
の
異
な
る
本
文
を
、
一
対
の

資
料
と
し
て
捉
え
る
と
い
う
新
た
な
視
点
を
も
っ
て
、
両
者
を
比
較
対
照
し
な
が
ら
、
そ
こ
に
現
れ
る
言
語
事
象
の
検
討
を
行
う
こ
と
は
、

有
意
義
な
方
法
と
考
え
る
の
で
あ
る
。
本
対
照
本
文
は
、
そ
の
よ
う
な
考
察
の
対
象
と
し
て
有
益
な
資
料
た
り
得
る
こ
と
を
意
図
し
て
作
成

し
た
も
の
で
あ
る
。
尚
、
定
家
筆
漢
字
仮
名
交
り
文
の
言
語
事
象
と
そ
の
資
料
的
価
値
に
つ
い
て
は
、
既
に
論
究
さ
れ
て
い
る
（
小
林
芳
規
「
石

清
水
文
書
田
中
宗
清
願
文
案
に
現
れ
た
藤
原
定
家
の
用
字
用
語
に
つ
い
て
」
・
『
鎌
倉
時
代
語
研
究
』
第
三
輯
）
。

以
下
、
二
種
本
文
そ
れ
ぞ
れ
の
各
箇
条
の
見
出
し
と
そ
の
対
応
関
係
を
表
示
し
て
お
く
。

【
藤
原
定
家
筆
・
漢
字
仮
名
交
り
文
】

（
3
～
4
2
）
一
別
嘗
巳
下
庄
園
を
わ
か
ち
し
る
へ
き
事

（
4
3
～
5
7
）
一
別
雷
の
職
次
第
に
縛
任
す
へ
き
事

（
5
8
～
6
4
）
一
宮
寺
僧
俗
官
等
（
可
申
）
品
映
（
秩
）
　
を
申
さ
た
む
へ
き
事

（
6
5
～
9
0
）
一
御
殿
司
入
寺
僧
等
そ
の
か
す
を
さ
た
む
へ
き
事

（
9
1
～
1
0
2
）
一
ち
か
ら
の
た
へ
む
に
し
た
か
ひ
て
生
類
を
あ
か
ひ
と
り
て
放
還
す
へ
き
事

（
1
0
3
～
1
2
4
）
一
宮
て
ら
の
僧
俗
た
や
す
く
不
椰
任
官
す
へ
か
ら
さ
る
事

（
1
2
5
～
1
3
4
）
一
庫
倉
納
物
十
分
か
一
を
さ
き
て
仏
神
事
に
廻
向
す
へ
き
事

（
1
3
5
～
1
4
3
〓
御
山
の
う
ち
に
弥
勤
堂
を
建
立
す
へ
き
事

【
大
江
周
房
筆
・
和
化
漢
文
】

①
一
別
嘗
巳
下
可
支
配
庄
園
事

②
一
別
富
職
可
次
第
韓
任
事

③
一
宮
寺
僧
俗
官
等
可
申
定
晶
秩
事

④
一
御
殿
司
入
寺
僧
等
可
定
員
数
事

⑤
一
随
力
堪
贋
取
生
類
可
放
還
事

⑥
一
宮
寺
僧
俗
抑
不
可
任
官
事

⑦
一
庫
倉
納
物
割
十
分
之
一
可
廻
向
悌
神
事
事

⑧
一
山
内
可
建
立
禰
勤
堂
事



（
Ⅲ
～
1
6
9
）
一
先
師
墓
所
に
一
堂
を
建
立
す
へ
き
事

（170～179）

（
1
8
0
～
1
9
8
）
一
昔
宮
の
御
修
理
　
公
家
に
奏
聞
せ
す
寺
領
の
つ
と
め
た
る
へ
き
事

（
1
9
9
～
型
一
新
儀
の
非
法
を
ゝ
こ
な
ふ
へ
か
ら
ぬ
事

（
2
2
0
～
2
3
0
）
一
大
塔
を
建
立
す
へ
き
事

（
2
3
1
～
2
6
8
）
一
御
山
の
う
ち
に
千
手
堂
を
建
立
す
へ
き
事

××

⑨
一
先
師
墓
所
可
建
立
一
堂
事

⑩
一
可
奉
渡
唐
本
一
切
経
事

①
一
昔
宮
御
修
理
不
奏
聞
公
家
可
烏
寺
領
勤
事

⑫
一
不
可
行
新
議
（
儀
）
非
法
事

⑬
一
可
建
立
大
塔
事

⑭
一
山
内
可
建
立
千
手
堂
事

⑮
一
所
願
成
就
了
可
令
遁
世
事

⑯
願
文
・
以
前
大
願
敬
以
費
起
…
…

凡
　
　
例

一
、
こ
の
対
照
本
文
は
、
石
清
水
八
幡
宮
権
別
当
田
中
宗
清
の
願
文
案
に
つ
い
て
、
藤
原
定
家
筆
の
漢
字
仮
名
交
り
文
を
上
段
に
配
し
、
大

江
周
房
筆
の
和
化
漢
文
を
下
段
に
配
し
て
、
両
者
を
対
照
し
た
も
の
で
あ
る
。

（
藤
原
定
家
筆
・
漢
字
仮
名
交
り
文
に
つ
い
て
）

一
、
藤
原
定
家
筆
の
漢
字
仮
名
交
り
文
は
、
『
天
理
図
書
館
善
本
叢
書
　
古
文
書
集
』
に
基
づ
い
て
翻
刻
し
た
も
の
で
あ
る
。

一
、
原
資
料
は
、
「
石
清
水
八
幡
社
務
田
中
宗
清
立
願
文
」
の
資
料
名
で
、
天
理
大
学
附
属
天
理
図
書
館
に
所
蔵
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
尚
、

本
翻
刻
は
、
「
天
理
大
学
附
属
天
理
図
書
館
本
翻
刻
第
八
一
九
号
」
と
し
て
、
天
理
図
書
館
か
ら
掲
載
許
可
を
得
た
も
の
で
あ
る
。

一
、
翻
刻
に
あ
た
り
、
可
能
な
限
り
原
本
に
忠
実
に
な
る
よ
う
努
め
た
が
、
諸
種
の
都
合
上
、
形
態
上
の
変
更
を
加
え
た
も
の
も
あ
る
。

一
、
漢
字
の
字
体
は
、
原
本
の
姿
を
反
映
さ
せ
る
た
め
に
、
原
則
と
し
て
異
体
字
・
略
字
も
可
能
な
限
り
そ
の
ま
ま
と
し
、
正
字
体
と
併
存

「
石
清
水
八
幡
官
権
別
当
田
中
宗
清
願
文
案
」
二
種
（
漢
字
仮
名
交
り
文
・
和
化
漢
文
）
対
照
本
文
　
　
　
　
　
三
四
九
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さ
せ
た
。
但
し
、
印
刷
の
便
を
考
え
て
、
い
ず
れ
も
活
字
体
に
従
う
こ
と
を
原
則
と
し
た
。
原
本
の
字
体
と
翻
刻
の
字
体
と
が
大
き
く

異
な
る
も
の
は
次
の
三
例
で
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
　
（
　
）
内
の
字
体
に
従
っ
た
。
致
（
殺
）
・
寂
（
最
）
・
極
州
（
極
）

一
、
仮
名
に
つ
い
て
は
、
異
体
の
仮
名
も
通
行
の
字
体
に
改
め
て
、
異
体
字
の
区
別
を
し
な
か
っ
た
。
ま
た
、
本
文
中
に
意
図
的
と
も
思
え

る
中
書
の
仮
名
が
散
見
す
る
が
、
そ
れ
も
特
に
区
別
し
な
か
っ
た
。

一
、
誤
字
・
誤
写
と
思
わ
れ
る
場
合
も
、
原
本
の
ま
ま
翻
字
し
、
和
化
漢
文
と
の
対
照
な
ど
に
よ
っ
て
正
し
い
と
思
わ
れ
る
字
を
（
　
）
　
に

括
っ
て
当
該
字
の
直
後
に
示
し
た
。

一
、
行
取
り
は
原
本
の
通
り
に
示
し
、
本
文
の
存
す
る
各
行
に
通
し
番
号
を
施
し
た
。
ま
た
、
原
本
中
に
見
ら
れ
る
行
間
の
空
白
部
分
は
、

〔
○
行
分
空
白
〕
　
の
よ
う
な
形
で
示
し
、
行
数
に
は
入
れ
な
か
っ
た
。
空
白
表
示
の
な
い
行
の
空
白
部
分
は
、
漢
字
交
り
本
文
と
和
化

漢
文
本
文
と
の
対
応
関
係
を
示
す
た
め
に
便
宜
的
に
空
け
た
も
の
で
あ
る
。

一
、
踊
字
の
符
号
は
、
「
～
」
（
仮
名
二
子
）
「
々
」
（
漢
字
一
字
）
「
ノ
＼
」
（
二
字
以
上
）
等
、
原
本
に
近
い
も
の
で
示
し
た
。

一
、
割
注
は
ポ
イ
ン
ト
を
下
げ
て
一
行
で
示
し
、
改
行
部
分
を
「
／
」
記
号
で
示
し
た
。

一
、
補
入
・
重
苦
・
見
せ
消
ち
・
字
間
空
白
な
ど
も
原
本
の
形
態
が
再
現
で
き
る
よ
う
に
、
次
の
よ
う
な
処
置
を
施
し
た
。

補
入
　
…
補
人
の
文
字
を
本
行
右
寄
り
に
小
書
で
示
し
た
。

重
吉
　
…
元
字
（
推
読
し
た
も
の
を
含
む
）
を
（
　
）
で
括
っ
て
示
し
た
後
に
、
訂
正
後
の
文
字
を
続
け
た
。

見
せ
消
ち
…
そ
の
文
字
を
取
消
線
で
①
爪
W
の
よ
う
に
示
し
た
。

字
間
空
白
…
原
本
中
に
見
ら
れ
る
二
二
字
分
の
空
白
部
分
も
、
原
本
に
従
っ
て
適
宜
の
空
白
を
設
け
、
「
マ
マ
」
の
注
記
を
施
し
た
。

一
、
本
文
中
に
定
家
の
筆
跡
と
は
異
な
る
箇
所
が
存
す
る
。
そ
の
部
分
は
、
（
別
筆
…
…
）
　
と
し
て
区
別
し
た
。

一
、
通
読
の
便
か
ら
、
私
に
句
読
点
を
施
し
た
。
そ
の
句
読
点
は
総
て
「
、
」
で
示
し
、
句
点
と
読
点
と
の
区
別
は
し
て
い
な
い
。
な
お
、
翻

刻
に
あ
た
っ
て
は
、
『
大
日
本
古
文
書
　
家
わ
け
第
四
・
石
清
水
文
書
之
六
』
を
参
照
し
た
。



（
大
江
周
房
筆
・
和
化
漢
文
に
つ
い
て
）

一
、
大
江
周
房
筆
の
和
化
漢
文
の
底
本
に
は
、
『
大
日
本
古
文
書
　
家
わ
け
第
四
・
石
清
水
文
書
之
二
』
所
収
の
本
文
を
用
い
、
『
群
書
類
従

第
一
輯
・
神
祇
部
』
所
収
の
本
文
と
の
校
異
を
脚
注
で
示
し
た
。

一
、
漢
字
の
字
体
は
、
底
本
の
表
記
を
尊
重
し
な
が
ら
、
活
字
正
字
体
に
従
う
こ
と
を
原
則
と
し
た
。

二
二
脚
注
の
校
異
で
は
、
『
大
日
本
古
文
書
』
本
と
『
群
書
類
従
』
本
と
の
問
に
あ
る
表
記
・
字
体
の
違
い
を
総
て
対
象
と
し
た
。
校
異
の
対

象
と
な
っ
た
漢
字
は
、
当
該
字
の
右
肩
に
「
＊
」
を
附
し
て
示
し
た
。

＊

（
例
）
一
子
平
等
慈
悲
之
教
主

＊

求
婚
　
時
樺
之
虞

＊
＊諸
司
諸
衛
二
分
三
分

一
、
大
江
周
房
筆
の
和
化
漢
文
は
、

王
（
底
本
の
「
主
」
字
が
、
『
群
書
類
従
』
本
で
は
「
王
」
で
あ
る
こ
を
示
す
）

於
（
底
本
に
無
い
「
於
」
字
が
、
『
群
書
類
従
』
本
で
は
存
し
「
求
媚
於
時
樽
」
で
あ
る
こ
と
を
示
す
）

ル
ル
（
底
本
に
存
す
る
「
諸
司
」
の
二
字
が
、
『
群
書
類
従
』
本
に
は
と
も
に
無
い
こ
と
を
示
す
）

『
大
日
本
古
文
書
』
本
と
『
群
書
類
従
』
本
と
で
箇
条
の
出
入
り
が
あ
り
、
藤
原
定
家
筆
の
漢
字
仮
名
交

り
文
と
比
較
し
て
も
順
序
不
同
で
あ
る
。
本
対
照
本
文
で
は
、
両
本
文
間
に
対
応
が
認
め
ら
れ
る
一
四
箇
条
に
つ
い
て
、
漢
字
仮
名
交

り
文
の
順
序
に
基
づ
い
て
、
和
化
漢
文
の
方
を
各
箇
条
毎
に
並
べ
替
え
る
処
置
を
し
た
。
対
応
し
な
い
一
条
分
と
末
尾
の
願
文
は
最
後

に
配
し
た
。

一
、
本
文
の
改
行
は
、
漢
文
の
句
の
ま
と
ま
り
と
は
関
係
な
く
、
ほ
ぼ
漢
字
仮
名
交
り
文
の
改
行
に
対
応
す
る
箇
所
で
行
っ
た
。

一
、
検
索
の
候
の
た
め
に
、
各
箇
条
毎
と
末
尾
の
願
文
と
に
①
～
⑮
の
番
号
を
、
そ
れ
ぞ
れ
の
各
行
に
通
し
番
号
を
施
し
た
。

「
石
清
水
八
幡
官
権
別
当
田
中
宗
清
願
文
案
」
二
種
（
漢
字
仮
名
交
り
文
・
和
化
漢
文
）
対
照
本
文
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【
藤
原
定
家
筆
・
漢
字
仮
名
交
り
文
「
天
理
図
書
館
善
本
叢
書
」
本
】
　
【
大
江
周
房
筆
・
和
化
漢
文
「
大
日
本
古
文
書
」
本
】
　
【
「
群
書
類
従
」
本
】

敬
白立
願
事

一
別
営
己
下
庄
園
を
わ
か
ち
し
る
へ
き
事

別
嘗
四
ヶ
所

権
別
嘗
三
人
各
三
ヶ
所

修
理
別
富
二
人
各
二
ヶ
所

俗
別
普
社
主
各
一
ヶ
所

正
権
三
綱
等
各
一
ヶ
所

山
上
執
行
一
ヶ
所
　
加
三
綱
略
之

巳
上
廿
五
ヶ
所
　
加
執
行
廿
六
ヶ
所

此
外
宮
符
少
別
常
人
別
一
ヶ
所

執
行
巡
検
勾
普
御
供
所
田
所

右
、
富
所
や
は
た
の
宮
は
、
本
地
を
は
い
す
れ
は
、
す
な
は
ち

一
子
平
等
慈
悲
の
教
主
、
垂
跡
を
あ
ふ
け
は
、
又
百
王

鎮
護
霊
験
の
尊
神
、
済
度
の
悲
願
ま
こ
と
に
あ
ま

ね
L
と
い
へ
と
も
、
三
界
内
外
の
利
益
、
こ
と
に
わ
か
く
に
～

序
12

①
12345670

0
90111213141

敬
白
立
願
事

＊

一
別
嘗
巳
下
可
支
配
庄
園
事

別
嘗
　
　
　
　
　
四
箇
所

樺
別
富
三
人
　
　
各
三
箇
所

修
理
別
嘗
二
人
　
各
二
箇
所

俗
別
富
神
主
　
　
各
〓
固
所

正
権
三
綱
等
　
　
各
〓
固
所

山
上
執
行
　
　
各
一
箇
所
　
加
三
綱
略
之

巳
上
廿
五
箇
所
加
執
行
廿
六
宗

此
外
宮
符
少
別
常
人
別
二
箇
所

＊

　

　

＊

　

　

　

　

　

　

　

　

＊

一
席
巡
検
勾
富
御
供
所
田
所
沙
汰

右
、
嘗
所
八
幡
宮
者
、
拝
本
地
者
、
則

＊

一
子
平
等
慈
悲
之
教
主
、
仰
垂
跡
者
、
亦
百
王

鎮
護
霊
験
之
尊
押
、
済
度
之
悲
願
誠
錐
遍
、

三
界
内
外
之
利
益
、
殊
被
子
吾
朝
者
歎
、

荘箇脱
輪
可

王
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1021222324252
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か
う
ふ
ら
し
め
た
る
も
の
か
、
こ
～
を
も
ち
て
、
教
法
さ
か
り
に

和
光
の
み
き
り
に
ひ
ろ
ま
り
、
尊
崇
た
か
く
祖
宗
の
廟
に

配
す
、
悌
事
神
事
の
不
退
に
あ
る
、
司
存
ま
ち
ノ
＼

わ
か
れ
、
僧
官
俗
官
の
威
儀
を
そ
な
ふ
る
、
寺
役
お
こ

た
る
に
あ
ら
す
、
そ
の
を
の
ノ
（
1
の
つ
と
め
を
見
る
こ
と
、
な
ん
そ

あ
ま
ね
き
あ
は
れ
ひ
な
か
ら
む
、

〔
一
行
分
空
白
〕

弟
子
も
し
か
た
し
け
な
く
神
徳
を
か
う
ふ
り
て
、
つ
ゐ
に

身
の
～
そ
み
を
と
け
は
、
ひ
と
し
く
こ
の
庄
園
を
わ
か
ち
て
、

を
の
く
そ
の
依
情
を
と
も
に
せ
む
、
た
～
一
世
の
願
に

あ
ら
す
、
よ
ろ
し
く
万
代
の
あ
と
を
の
こ
さ
む
、
庄
務
に

い
た
り
て
は
、
な
か
く
そ
の
職
に
し
た
か
ひ
て
、
そ
の
人
に

つ
く
へ
か
ら
す
、
又
あ
て
も
よ
お
す
こ
と
の
な
か
に
、

御
修
理
、
行
幸
、
御
幸
、
放
生
会
、
臨
時
祭
、
修
正
ら
の
ほ
か

他
事
を
あ
っ
へ
か
ら
す
、
た
～
し
宮
て
ら
に
を
き
て
、
こ
と
に

お
は
き
な
る
い
と
な
み
あ
ら
む
時
は
、
し
た
し
き
う
と
き
を

い
は
す
、
偏
頗
を
そ
ん
せ
す
、
を
の
く
は
ふ
き
あ
っ
へ
し
、

封
梓
せ
し
む
る
事
な
か
れ
、
こ
れ
す
な
は
ち
を
の
ノ
＼
こ
と

516171

81910212223242526272002920313

是
以
教
法
煽

弘
和
光
之
樹
、
尊
崇
高
配
祖
宗
之
廟
、

悌
事
神
事
之
在
不
退
也
、
司
存
区

分
、
僧
官
俗
官
之
備
威
儀
也
、
寺
役
匪
怠
、

見
其
各
々
之
勤
努
、
壷

無
面
々
之
哀
憐
、

弟
子
若
蒙
冥
略
、
有

＊

逐
本
望
者
、
均
分
此
庄
園
、

＊

　

ま

・

支
配
彼
依
情
、
膏
匪
一
世
之
素
願
、

＊

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

＊

宜
胎
万
代
之
玄
跡
、
至
干
庄
務
、

永
随
所
職
、
勿
附
英
人
、

又
課
役
内
、

御
修
理
行
幸
御
幸
放
生
合
臨
時
祭
修
正
等
之
外
、

＊

不
可
宛
他
事
、
但
取
諸
宮
寺
、
有
殊

大
管
之
時
、
不
分
親
疎
、

＊

不
存
偏
頗
、
各
可
省
宛
、

莫
令
封
梓
、
是
則
諸
人
無
異

充充

「
石
清
水
八
幡
官
権
別
当
田
中
宗
清
願
文
案
」
　
二
種
（
漢
字
仮
名
交
り
文
・
和
化
漢
文
）
対
照
本
文
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心
な
く
し
て
、
ひ
と
へ
に
神
を
う
や
ま
ひ
た
て
ま
つ
る
へ
き
ゆ
へ
也
、

〓
行
分
空
白
〕

こ
と
に
を
き
て
身
の
う
へ
の
こ
と
ゝ
い
ふ
と
も
、
な
を
か
た
は
ら

の
人
に
は
ふ
か
む
と
す
、
い
は
む
や
人
の
所
帯
を
し

り
や
う
す
へ
か
ら
す
、
た
1
し
宮
て
ら
の
領
、
氏
人
に

あ
ら
す
は
、
た
や
す
く
他
人
に
ゆ
つ
る
事
な
か
れ
、
た
と
ひ

し
は
ら
く
ゆ
つ
る
と
も
、
一
期
の
ゝ
ち
、
も
と
の
氏
人
の

あ
と
を
た
つ
ね
て
か
へ
し
っ
く
へ
し
、

わ
か
み
山
た
～
し
き
道
に
さ
た
め
を
き
て

人
の
う
れ
へ
の
く
も
を
へ
た
て
し

一
　
別
富
の
職
次
第
に
樽
任
す
へ
き
事

右
、
別
富
の
韓
任
検
校
に
韓
任
の
か
は
り
、
一
の
権
別

常
を
も
ち
て
、
か
な
ら
す
別
常
に
補
す
へ
し
、
も
し

別
富
の
閲
あ
る
時
、
補
日
を
ま
も
ら
す
、
年
労
を
い
は
す
、

み
た
り
に
大
別
の
～
そ
み
を
な
し
て
、
ほ
と
く
聖
断

の
わ
つ
ら
ひ
に
を
よ
ふ
、
こ
の
事
を
き
お
ひ
申
さ
む
か

た
め
、
え
ん
に
ふ
れ
て
、
あ
る
ま
し
き
ま
ひ
な
ひ
に
を
よ
ふ
、

233343536373

（
X
U
30304

②
1234567

三
五
四

心
、
一
向
可
敬
神
故
也
、

若
誇
依
情
、
還
失
道
理
者
、
可
令
停
止
彼
官
位
、

＊
井
庄
園
遼
務
之
間
、
配
分
之
後
、

維
身
之
恩
潤
、
薗
欲
省
傍

＊

官
、
況
人
之
所
帯

不
可
及
押
領
、
但
宮
寺
領
、
非
氏
大
老
、

＊

抑
莫
譲
他
人
、
縦

＊

錐
暫
譲
与
、
一
期
之
後
、
可
返
付
本
主
氏
人
之

飴
裔
英
、

荘況佗輿

一
別
富
職
可
次
第
韓
任
事

＊

　

＊

右
、
別
嘗
韓
任
検
校
之
替
、
以
一
権
別

常
、
可
撃
補
別
富
、
檀
官
之
輩
、

遇
別
普
閲
之
時
、
不
守
補
日
、
不
存
積
年
、

偏
成
人
別
之
望
、
殆
及
聖
断

＊

之
煩
、
達
事
於
天
粧
之
間
、
求
婚
　
時
樺
之
虞
、

追
従
賄
賂
之
管
、
馳
走
計
略
之
苦
、
宛
費
身
命
、

於
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5556575859

506162636

神
慮
を
あ
ふ
く
と
も
か
ら
、
む
し
ろ
し
か
る
へ
し
や
、

み
な
も
と
を
恩
に
、
す
な
は
ち
宮
て
ら
の
お
と
ろ
ふ
る

は
し
た
り
、
こ
れ
に
よ
り
て
、
な
か
く
濫
望
を
と
～
め
て
、

次
第
を
ま
も
る
へ
き
よ
し
、
連
署
の
起
請
を
か
き
て
、

こ
ふ
に
よ
る
宣
旨
を
申
へ
し
、
件
の
起
請
、
検
校
巳
下

権
官
以
上
、
み
な
一
遇
を
う
つ
し
て
、
ゆ
く
さ
き
を
い
ま
し
む

へ
し
、
又
一
流
の
う
ち
ふ
た
り
の
弟
子
を
撃
申

こ
と
な
く
し
て
、
た
～
次
第
の
道
理
を
ま
も
る
へ
し
、

一
宮
寺
僧
俗
官
等
（
可
申
）
晶
峡
（
秩
）
を
申
さ
た
む
へ
き
事

右
、
富
宮
の
僧
俗
官
等
、
官
位
を
お
ひ
た
り
と
い
へ
と
も
、

晶
峡
（
秩
）
を
さ
た
め
さ
る
あ
ひ
た
、
公
庭
の
参
と
い
ひ
、

人
家
の
ふ
る
ま
ひ
と
い
ひ
、
坐
籍
に
た
よ
り
な
く
、

同
科
に
は
ゝ
か
り
あ
り
、
も
と
も
和
宮
准
按

の
宣
旨
を
申
う
け
て
、
官
位
次
第
の
等
級

8

9011121314

15161718191

③
123456

無
顧
神
慮
、

＊

然
間
適
誇
昇
音
者
、
傾
財
産
欲
報
唇
吻
、

＊

忽
沈
超
越
者
、
烏
出
仕
失
面
目
、

付
慶
今
僻
、
付
愁
号
退
、
宮
寺
衰
微
、

職
而
斯
由
、
然
者
永
停
濫
望
、

宜
期
次
第
之
由
、
各
書
連
署
之
起
請
、

＊

　

＊

可
申
依
請
之
宣
旨
、
件
起
請
、
検
校
巳
下

種
官
以
上
、
皆
寛
一
通
、
互
可
相
持
、

定
則
不
忘
以
前
之
沙
汰
、
鳥
誠
向
後
之
陵
達
也
、

一
流
之
中
、
莫
琴
南
子
傍
官
之
輩
、

可
守
次
第
、

満
寺
伸
知
此
旨
、
永
代
勿
有
失
墜
臭
、

一
宮
寺
僧
俗
官
等
可
申
定
晶
秩
事

右
、
嘗
宮
僧
俗
官
等
、
錐
帯
官
位
、

不
定
晶
秩
之
間
、
謂
公
庭
之
参
、

＊

謂
人
家
之
翔
、
無
便
干
坐
籍
、

有
博
子
同
科
、
尤
申
請
相
［
富
］
准
按

之
宣
旨
、
可
存
官
位
次
第
之
等
級
臭
、

進被座

「
石
清
水
八
幡
官
権
別
当
田
中
宗
清
願
文
案
」
二
種
（
漢
字
仮
名
交
り
文
・
和
化
漢
文
）
対
照
本
文
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を
存
す
へ
し
、

〔
約
六
行
分
空
白
〕

三
五
六

一
　
御
殿
司
入
寺
僧
等
そ
の
か
す
を
さ
た
む
へ
き
事

右
、
御
殿
司
六
人
入
寺
僧
十
人
御
殿
司
准
不
専
任
少
別
富
／
入
寺
恰
准
林
寺
任
権
上
座

こ
の
う
ち
碩
撃
法
器
の
人
ひ
と
り
を
え
ら
ひ
て
、
御

山
の
執
行
と
す
へ
し
、
各
死
闘
に
あ
ら
す
は
、
た
や

す
く
あ
ら
た
め
補
す
へ
か
ら
す
、
も
し
智
行
す
て
か
た

く
、
年
ら
う
あ
は
れ
ふ
へ
き
と
も
か
ら
あ
ら
は
、
樺
入
寺

権
御
殿
司
、
を
の
ノ
（
1
一
人
を
く
は
八
へ
て
）
ふ
へ
し
、
永
宣
旨
を

申
く
た
し
て
、
権
律
師
に
任
せ
し
め
て
、
寺
領
一
所

其
職
に
つ
く
へ
し
、
そ
も
ノ
（
1
執
行
は
、
宮
て
ら
の
重

職
也
、
入
寺
の
な
か
、
そ
の
え
ら
ひ
に
あ
つ
か
ら
む
人
、

さ
た
め
て
あ
ら
そ
ひ
う
れ
ふ
る
所
あ
ら
ん
か
、
し
か
れ
と
も
、

一
向
に
器
量
を
え
ら
ひ
て
、
晶
峡
（
秩
）
を
き
ら
ふ
へ
か
ら
す
、

こ
れ
す
な
は
ち
備
神
事
の
つ
い
て
、
論
義
講
の
時
、

執
行
を
も
ち
て
探
題
と
す
へ
き
ゆ
へ
な
り
、
そ
の
ゆ
へ
は
、

④
123456789011121314151

一
御
殿
司
入
寺
僧
等
可
定
員
数
事

右
、
御
殿
司
六
人
、
入
寺
僧
十
人
、
御
殿
司
准
寺
任
少
別
富

＊

／
入
寺
僧
准
専
任
櫻
上
座
此
内
以
碩
撃
法
器
者
一
人
、

可
烏
山
上
之
執
行
、
各
非
死
闘
者
、

＊

抑
不
可
改
補
、
若
有
智
行
難
弄
、

年
戒
可
優
者
、
加
権
入
寺

椎
御
殿
司
各
一
人
、
於
執
行
者
、
申
下
永
宣
旨
、

任
権
律
師
、
寺
領
一
所

可
附
其
職
、
抑
執
行
者
、
宮
寺
之
重

職
也
、
入
寺
中
應
其
撰
者
、

＊

定
有
欝
訴
欺
、
然
而

一
向
撰
器
量
、
何
強
論
晶
秩
、

是
則
傭
神
事
之
次
、
論
義
講
之
時
、

以
執
行
烏
探
題
、
談
法
味
之
甚
深
、

貴
威
光
之
増
益
、
其
故
者
、

小器∩
‖
H
朱
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行
教
和
尚
上
洛
の
時
、
大
菩
薩
化
現
し
お
は
し

ま
し
て
、
和
尚
に
つ
け
て
の
た
ま
は
く
、
な
む
ち

わ
か
た
め
に
経
兄
を
諦
念
す
、
心
に
そ
み
お
も
ひ
を

マ
マ

す
、
な
む
ち
と
～
も
に
上
洛
し
て
、
釈
迦
の
教

跡
を
擁
護
し
、
百
王
の
聖
胤
を
保
護
せ
む
、

し
か
れ
は
碩
撃
を
優
賞
せ
む
、
も
と
も
神
慮
に

か
な
は
む
か
、
才
の
渕
源
に
あ
ら
す
よ
り
は
、
法
の

棟
梁
に
そ
な
は
り
か
た
き
ゆ
へ
な
り
、
執
行
の
ゝ
そ
み

な
き
御
殿
司
ら
、
密
宗
は
こ
れ
を
ゆ
る
す
、
た
～
し

顕
密
の
修
学
に
す
く
れ
た
り
と
い
ふ
と
も
、
宮
て
ら
の

鈴
裔
に
あ
ら
す
は
、
そ
の
職
に
補
す
へ
か
ら
す
、
面
々

の
依
惰
、
便
々
に
は
か
ら
ひ
あ
っ
へ
し
、

一
　
ち
か
ら
の
た
へ
む
に
し
た
か
ひ
て
生
類
を

あ
か
ひ
と
り
て
放
還
す
へ
き
事

右
、
殺
生
は
十
重
禁
戒
の
根
本
、
六
趣
輪

廻
の
業
困
也
、
山
野
の
ひ
つ
め
、
江
湖
の

い
ろ
く
つ
、
み
な
こ
れ
生
々
の
父
母
、
世
々
の

兄
弟
也
、
有
情
の
と
も
か
ら
、
た
れ
か
相
害
す
る

6171001910212223242

5

26272

⑤
12345

行
数
和
尚
上
洛
時
、
大
菩
薩
化
現
、

告
和
尚
云
、
汝

鵠
我
諦
念
経
呪
、
染
心
冷
思
、

興
汝
共
上
洛
、

擁
護
繹
迦
教
跡
、
保
護
百
王
聖
胤
文
、

然
者
優
賞
碩
撃
、
尤
叶
神
慮
欺
、

自
非
才
之
淵
源
、
難
備
法
之

棟
梁
故
也
、
無
執
行
之
望

＊

御
殿
司
等
、
蜜
宗
者
許
之
、
但

＊

錐
長
顛
蜜
之
修
学
、
薗
非
宮
寺
之

飴
裔
者
、
不
可
補
其
職
、
面
々

＊

　

　

　

　

＊

之
依
情
、
便
々
可
計
宛
臭
、

密密便
　
充

一
院
力
堪
廣
取
生
類
可
放
還
事

右
、
殺
生
者
、
十
重
禁
戒
之
根
本
、
六
趣
輪

廻
之
業
因
也
、
山
野
之
蹄
、
江
湖
之

鱗
、
皆
是
生
々
之
父
母
、
世
々
之

兄
弟
也
、
有
情
之
撃
、
誰
不
悲
相
害
之

「
石
清
水
八
幡
官
権
別
当
田
中
宗
清
願
文
案
」
二
種
（
漢
字
仮
名
交
り
文
・
和
化
漢
文
）
対
照
本
文

三
五
七
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く
る
し
ひ
を
か
な
し
は
さ
ら
む
や
、
も
し
み
つ
か
ら

断
す
る
事
え
た
り
と
い
ふ
と
も
、
す
へ
か
ら
く
他
の

い
ま
た
い
と
は
さ
る
を
か
な
し
ふ
へ
し
、
よ
り
て
心
の

を
よ
ふ
所
、
ち
か
ら
の
た
ふ
る
所
、
口
中
の
梁
を

か
れ
を

む
は
ひ
、
身
上
の
吊
を
は
き
て
、
○
　
あ
か
ひ
と
り
て
、
こ
れ
を

は
な
ち
か
へ
す
へ
し
、

一
　
宮
て
ら
の
僧
俗
た
や
す
く
不
椰
任
官
す
へ
か
ら
さ
る
事

右
、
き
み
は
臣
を
え
ら
ひ
て
官
を
さ
つ
け
、
臣
は

を
の
れ
を
は
か
り
て
職
を
う
く
、
た
や
す
く
さ
つ
く

へ
か
ら
す
、
み
た
り
に
う
く
へ
か
ら
す
、
な
か
ん
つ
く
に

宮
寺
の
僧
俗
、
里
（
累
）
葉
の
詞
官
、
次
第
の
昇
進
、

あ
る
い
は
そ
の
仁
に
あ
た
り
、
あ
る
い
は
そ
の
賞
を

か
き
る
、
み
な
所
擦
な
き
に
あ
ら
す
、
し
か
る
を

ち
か
き
よ
1
り
、
嘗
宮
の
要
に
あ
ら
す
、
本
所
の

撃
に
あ
ら
す
、
諸
司
諸
衛
の
二
分
三
分
、
僧
は

綱
位
を
こ
の
み
、
俗
は
顕
柴
に
ふ
け
る
、
成
功
の
つ
い
え
、

奏
達
の
は
か
り
こ
と
、
人
の
わ
つ
ら
ひ
あ
り
と
い
へ
と
も
、

ま
た
く
神
の
か
さ
り
に
あ
ら
す
、
し
か
れ
は
宮
て
ら

678901

11

⑥
123456789011121

三
五
八

苦
乎
、
若
錐
得
自

断
、
須
悲
他

＊

未
献
、
仇
心
之

所
及
、
力
之
倣
堪
、
奪
口
中
之
梁
（
梁
カ
）
、

刺
身
上
之
烏
、
麿
取

＊

　

　

＊

可
放
之
、
敢
英
傑
援
　
兵
、

一
宮
寺
僧
俗
抑
不
可
任
官
事

右
、
若
者
撰
臣
今
授
官
、
臣
考

＊
量
己
（
己
）
今
受
職
、
不
可
椒
授
、

不
可
妄
受
、
就
中

宮
寺
僧
俗
、
累
葉
之
両
官
、
次
第
之
昇
進
、

＊

或
嘗
其
仁
、
或
限
其
賞
、

皆
非
無
所
接
、
而

近
代
非
常
宮
之
要
、
非
本
所
之

＊

　

＊

拳
、
諸
司
諸
衛
二
分
三
分
、
借
者

好
綱
位
、
俗
者
耽
顧
柴
、
成
功
之
費
、

奏
達
之
計
、
錐
有
人
之
煩
、

全
非
紳
之
餅
、
然
者
烏
宮
寺

厭己任
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の
た
め
、
殊
功
あ
ら
む
も
の
、
偏
頗
な
く
、
親
疎
な
く
、

検
校
巳
下
詞
官
ら
連
署
の
挙
状
を
あ
け
て
、

官
位
の
所
望
を
達
せ
む
、
又
か
き
り
あ
る
身
の

賞
、
人
の
ゆ
つ
り
の
ほ
か
、
停
止
の
式
を
を
き
て
、

拝
除
の
恩
を
た
つ
へ
し
、
そ
の
殊
功
と
い
ふ
は
、

山
川
の
猪
麿
魚
類
を
ぬ
す
む
も
の
、
宮
て
ら
の

う
ち
の
強
盗
殺
害
、
か
く
の
こ
と
き
の
犯
人
を

め
し
と
る
と
も
か
ら
也
、
兼
日
に
上
奏
を
へ
て
、

永
宣
旨
を
申
へ
し
、
こ
れ
宮
て
ら
の
守
護
を

存
す
、
な
ん
そ
神
明
の
た
す
け
な
か
ら
む
や
、

一
　
庫
倉
納
物
十
分
か
一
を
さ
き
て
仏
神
事
に

廻
向
す
へ
き
事

右
、
鵡
眼
聾
牙
斉
執
越
布
（
之
）
の
類
、
庫
倉
に

お
さ
め
む
も
の
十
分
か
一
を
さ
き
て
、
か
さ
ね
て

二
分
に
わ
か
ち
て
、
そ
の
一
を
神
明
に
す
ゝ
め
、
そ
の
一
を

供
備
に
あ
て
む
、
つ
き
に
祖
考
遠
忌
の
追
善
に

あ
っ
へ
し
、
つ
き
に
質
道
無
縁
の
も
の
に
あ
た
へ
て
、

飢
歳
困
乏
の
く
る
し
ひ
を
す
く
は
む
、
こ
の

31

415161718191021222

⑦
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有
殊
功
者
、
無
偏
頗
無
親
疎
、

＊

　

＊

検
校
巳
下
詞
官
等
、
上
連
署
之
翠
状
、

達
官
位
之
所
望
、
又
有
限
身

賞
、
人
譲
之
外
、
置
停
止
之
式
、

絶
拝
除
之
思
、
謂
其
殊
功
者
、

窮
山
川
之
猪
鹿
魚
類
者
、
宮
寺

内
強
盗
殺
害
、
如
此
之
犯
人

召
取
之
輩
也
、
兼
日
経
上
奏
、

可
申
永
宣
旨
、
是
存
宮
寺
之
守
護
、

蓋
無
神
明
之
助
成
乎
、

検
校

一
庫
倉
納
物
割
十
分
之
一
可
廻
向
悌
神
事
事

右
、
我
眼
聾
牙
賛
執
越
布
之
類
、
納
庫
倉

之
物
、
割
十
分
之
一
、
重

分
二
分
、
以
其
一
羞
神
明
、
以
其
一

＊

＊

　

　

　

　

　

　

　

＊

先
宛
供
係
、
次
可
宛
組
考
遠
忌
之
追
善
、

ま
・

供
悌
以
後
輿
貧
道
無
線
之
者
、

趣
飢
巌
困
乏
之
苦
、

「
石
清
水
八
幡
官
権
別
当
田
中
宗
清
頗
文
案
」
二
種
（
漢
字
仮
名
交
り
文
・
和
化
漢
文
）
対
照
本
文
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常
入
行
）
住
布
施
の
ち
か
ら
を
も
ち
て
、
か
な
ら
す
無
上

菩
提
の
え
ん
と
せ
む
、

一
　
御
山
の
う
ち
に
弥
勤
堂
を
建
立
す
へ
き
事

右
、
延
喜
廿
一
年
御
託
宣
云
、
似
薬
師
観
音
弥
勤
を

も
ち
て
、
わ
か
本
尊
と
す
、
堂
を
つ
く
り
て
、
か
の
三

尊
を
安
し
た
て
ま
つ
る
へ
し
、
し
か
る
を
、
薬
師

堂
も
と
よ
り
こ
れ
あ
り
、
観
音
堂
先
師
の
願
に

よ
り
て
建
立
す
へ
し
、
弟
子
弥
勤
堂
を

た
て
～
、
霊
託
の
お
も
む
き
の
こ
と
く
、
御
山
の
内
に

（
別
筆
一
ふ
っ
二
は
き
ち
を
あ
ん
瀞
ル
H
甘
ち
す
へ
し
、
く
は
し
き
こ
と
、

千
手
の
所
に
み
え
た
り
、
）

一
　
先
師
墓
所
に
一
堂
を
建
立
す
へ
き
事

右
、
検
校
勝
清
、
別
富
慶
清
、
別
常
道
清
等
の

墓
所
也
、
三
代
の
松
墳
に
つ
き
て
、
二
千
の
華

堂
を
た
て
む
、
阿
弥
陀
観
音
勢
至
等
の
像
を

安
置
し
た
て
ま
つ
る
へ
し
、
僧
侶
二
口
を
さ
た
め

を
き
て
、
衣
鉢
二
事
に
は
か
ら
ひ
あ
て
む
、
亘
時

不
断
の
念
債
を
と
な
へ
て
、
（
な
か
く
）
永
代
無
朽
の
善
根

89

⑧
1234567

（XU

⑨
1234567

三
六
〇

以
此
常
行
布
施
之
力
、
必
鵠
無
上

菩
提
之
線
也
、

一
山
内
可
建
立
禰
勒
堂
事

右
、
延
喜
廿
一
年
御
託
宣
云
、
以
薬
師
観
音
爾
勒
、

烏
我
本
尊
、
作
堂

可
安
彼
三
尊
云
云
、
而
薬
師

堂
日
本
有
之
、
観
音
堂
依
先
師
之
願

可
建
立
之
、
弟
子
建
禰
勒
堂
、

如
塵
託
之
趣
、
山
内

可
奉
安
置
一
価
二
菩
薩
像
臭
、

一
先
師
墓
所
可
建
立
一
堂
事

＊

　

＊

右
、
検
校
勝
清
、
別
昔
慶
清
、
別
常
道
清
等

墓
所
也
、
就
三
代
之
松
填
、
建
一
宇
之
草

堂
、
可
奉
安
置
阿
珊
陀
観
音
勢
至
等
像
、

定
置
僧
侶
二
口
、

＊

　

　

　

　

　

　

　

　

　

＊

計
宛
衣
鉢
二
事
、
唱
亘
時

不
断
之
念
価
、
修
永
代
無
朽
之
善
根
、

充
　
恒
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を
修
せ
む
、
近
連
の
給
田
を
し
め
て
、
用
途
を

よ
せ
つ
く
へ
し
、
定
補
せ
む
僧
徒
、
た
や
す
く

あ
ら
た
（
ふ
）
む
へ
か
ら
す
、
た
ゝ
し
過
分
の
不
富
あ
ら
は
、

い
か
て
か
常
住
の
本
懐
た
ら
む
や
、
又
近
隣
在
家

の
と
も
か
ら
、
農
夫
田
父
の
客
、
男
女
を
き
ら
は
す
、

老
少
を
え
ら
は
す
、
科
名
の
念
価
を
す
1
め
て
、

極
悪
の
尿
生
を
わ
た
さ
む
、
か
つ
は
結
審
を

な
し
て
、
あ
へ
て
退
韓
す
る
事
な
か
ら
む
、
こ
の

功
徳
を
も
ち
て
、
し
か
し
な
か
ら
先
師
に
資
せ
む
、

を
の
ノ
＼
時
々
剋
々
の
廻
向
に
よ
り
て
、
生
々
世
々
の

罪
障
を
滅
す
へ
し
、
す
へ
て
は
、
一
門
の
列
祖
よ
り

わ
か
て
ら
の
傍
官
に
い
た
る
ま
て
、
通
俗
男
女
、

尊
卑
遠
近
、
有
縁
無
縁
、
自
界
他
界
、

と
も
に
一
価
の
土
に
う
ま
れ
て
、
お
な
し
く
三
菩
提

を
な
碁
ら
む
、
弟
子
も
し
一
世
の
利
益
に
も
（
る
）
れ
て
、

址
も
H
か
さ
ね
て
、
六
道
の
輪
廻
に
お
も
む
く
と
も
、

た
と
ひ
な
に
の
身
を
う
く
入
る
）
と
も
、
弥
陀
の
名
号
を

療
忘
（
せ
L
V
し
た
て
ま
つ
ら
し
、
今
身
よ
り
仏
身
に

890111

2131415161710019102

1

2

22324252

粘
近
遽
之
徐
田
、
可
寄
附
干
用
途
、

定
補
之
僧
徒
、
抑

不
可
改
易
、
但
於
有
過
分
之
不
富
者
、

争
寅
常
住
之
本
懐
乎
、
又
近
隣
在
家

之
輩
、
農
夫
田
父
之
客
、
不
嫌
男
女
、

不
揮
老
少
、
勘
科
名
之
念
債
、

済
極
悪
之
尿
生
、
誤
及
結
審
、

敢
莫
退
韓
、

以
此
功
徳
、
併
資
先
師
、

＊

各
依
時
々
剋
々
之
廻
向
、
可
滅
世
々
生
々
之

＊

罪
障
、
惣
者
自
一
門
之
列
組
、

至
吾
寺
之
傍
官
、
道
俗
男
女
、

尊
卑
遠
近
、
有
線
無
線
、
自
界
他
界
、

共
生
一
価
土
、
同
成
三
菩
提
、

弟
子
若
漏
一
世
之
利
益
、

＊
重
趣
六
道
之
輪
廻
、＊

縦
錐
受
何
身
、
不
療
亡
禰
陀
之
名
競
、

自
今
身
迄
備
身
、

刻練赴麿

「
石
清
水
八
幡
官
権
別
当
田
中
宗
清
麒
文
案
」
二
種
（
漢
字
仮
名
交
り
文
・
和
化
漢
文
）
対
照
本
文
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い
た
る
ま
て
、
こ
れ
を
持
念
し
、
こ
れ
を
修
行
し
て
、

マ

　

マ

し
て

毎
年
の
自
業
を
修
す
へ
し
、
か
の
不
具
の
経
、

三
井
寺
に
施
大
し
て
、
諸
僧
特
語
の
薫
修

を
つ
み
て
、
恩
生
化
度
の
方
便
と
せ
む
、
な
か
ん

つ
く
に
か
の
て
ら
は
、
弟
子
か
祖
師
、
名
を
あ
け

身
を
ぬ
き
い
て
た
る
み
き
り
也
、
善
根
を
そ
の

地
に
う
へ
て
、
恩
徳
を
本
寺
に
報
す
へ
し
、

お
ほ
よ
そ
は
、
唐
本
の
ほ
か
わ
か
御
山
に
な
に
の

益
か
あ
ら
む
、
殿
勤
の
心
さ
し
、
三
井
寺
に
安
し

た
て
ま
つ
る
へ
し
、

627282

⑩
1234567890111213141

三
六
二

持
念
之
修
行
之
、

＊

　

　

　

　

　

＊

逐
託
上
品
今
、
置
無
生
　
忍
、
更
蹄
南
浮
今
、

導
有
線
之
尿
奏
、

一
可
奉
渡
唐
本
一
切
経
事

右
、
先
師
別
嘗
平
生
之
時
、
書
寓
一
切
経
、

富
山
建
立
経
蔵
奉
納
己
華
、

毎
年
於
賓
前
可
逐
供
養
之
由
、
発
願
亦
了
、

而
件
経
中
新
録
之
経
巳
欠
、
文
字
之
誤
不
審
、

ネ
ホ

佃
渡
唐
本
一
切
経
、
安
此
桂
瀬
、
任
彼
在
世
之
素
意

可
修
毎
年
之
自
業
、
彼
不
具
経
者
、

施
入
三
井
寺
、
積
諸
僧
樽
讃
之
薫
修
、

鵠
屁
生
化
度
之
方
便
、
就
中

＊

彼
寺
者
弟
子
之
組
師
、
揚
名

抽
身
之
御
也
、
植
善
根
於
其
地
、

報
恩
徳
於
本
寺
、
又
不
可
哉
、

凡
者
唐
本
之
外
、
何
益
子
吾
御
山
、

股
勤
之
志
、
欲
安
子
三
井
寺
臭
、

之
　
坂

等
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一
行
分
空
白
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マ
マ

一
　
首
宮
の
御
修
理
　
公
家
に
奏
聞
せ
す
寺
領

の
つ
と
め
た
る
へ
き
事

マ
マ

右
、
宗
廟
の
重
事
た
る
　
朝
家
こ
と
に
尊
崇

あ
る
も
の
か
、
こ
れ
に
よ
り
て
数
万
戸
の
民
個
を

わ
か
ち
て
、
大
小
社
の
神
領
と
す
、
五
畿
七
道

国
衛
庄
園
、
宮
家
に
い
る
ゝ
も
の
十
か
二
三
、

神
社
に
つ
の
る
も
の
は
十
か
八
九
、
し
か
の
み
な
ら
す
、

世
湧
末
に
を
よ
ひ
て
、
入
朝
威
を
か
ろ
く
す
、

諸
国
つ
い
え
お
は
く
し
て
、
公
家
利
す
く
な
し
、

諸
寺
諸
社
寺
官
社
官
、
い
た
つ
ら
に
寄
進
の
田
園

を
む
さ
は
り
て
、
破
壊
の
修
造
を
い
た
さ
す
、
ひ
と
へ
に

朝
家
の
わ
つ
ら
ひ
と
し
て
、
公
平
の
も
と
ゐ
を

わ
す
れ
た
る
か
こ
と
し
、
富
宮
に
い
た
り
て
は
、
寺

領
に
は
ふ
き
あ
て
ゝ
、
管
修
を
い
た
さ
し
め
む
、

か
ね
て
そ
の
所
を
さ
た
め
を
き
て
、
封
梓
を
な
さ

し
む
る
事
な
か
れ
、
少
破
よ
り
を
の
！
ト
用
意
し
て
、

お
は
き
な
る
つ
い
え
な
く
し
て
、
そ
の
功
を
ゝ
へ
む
、

一
首
宮
御
修
理
不
奏
聞
公
家
可
爵
寺
領
勤
事

右
、
宗
廟
之
烏
重
事
、
朝
家
殊
有
尊
崇

＊

者
欺
、
是
以
頒
数
万
戸
之
民
個
、

＊

烏
大
少
祀
之
押
領
、
五
畿
七
道

＊

囲
衛
庄
園
、
入
官
家
者
十
之
二
三
、

償
神
社
者
十
之
八
九
、
就
中

世
及
涼
末
、
人
軽
朝
威
、

橙
臣
檀
囲
、
公
家
少
利
、

而
諸
寺
請
社
寺
官
社
官
、
徒
貪
寄
進
之
田
園
、

不
致
破
壊
之
修
造
、
偏

鵠
朝
家
之
煩
、
如
忘
公
平
之
基
、

萬小荘

至
富
富
者
、

＊

省
宛
寺
領
、
令
致
管
修
、

乗
定
置
某
所
、
莫
令
成
封
梓
、

自
少
破
各
用
意
、

無
大
費
終
其
功
、

充

「
石
清
水
八
幡
官
権
別
当
田
中
宗
清
願
文
案
」
二
種
（
漢
字
仮
名
交
り
文
・
和
化
漢
文
）
対
照
本
文
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過
分
の
大
管
に
あ
ら
す
は
、
よ
ろ
し
く
任
意
の
上
奏

を
と
～
む
へ
し
、

一
　
新
儀
の
非
法
を
～
こ
な
ふ
へ
か
ら
ぬ
事

右
、
神
は
非
礼
を
う
け
た
ま
は
甘
ぬ
は
菩
史
の
明
文
也
、

詞
官
の
な
か
、
正
直
を
さ
き
と
し
、
寺
務
の
と
も
か
ら
、

こ
と
に

曹
規
を
ま
も
る
へ
し
、
○
　
わ
き
て
は
、
大
菩
薩
の
御
託

宣
に
い
は
く
、
（
別
筆
大
神
吾
不
正
之
物
者
不
受
、
此
物
意
穆

故
反
弄
、
）〔一
行
分
空
白
〕

た
と
ひ
こ
の
御
い
ま
し
め
な
く
と
も
、
つ
～
し
む
へ
し
、

い
は
む
や
か
の
霊
託
あ
り
、
お
そ
れ
さ
る
へ
し
や
、

し
か
る
を
代
々
の
別
営
、
お
は
や
け
わ
た
く
し
の

し
け
き
こ
と
わ
さ
に
ま
つ
は
れ
て
、
神
慮
の
ゆ
る
し

ゆ
る
さ
す
を
し
ら
す
、
や
～
も
す
れ
は
、
ふ
る
き
の
り
を
そ
む
き

て
、
お
は
く
新
儀
を
～
こ
な
ふ
、
一
向
の
信
を
ま
も

ら
む
に
を
き
て
は
、
な
ん
そ
四
知
の
廉
を
わ
す
れ
ん
や
、

た
～
し
事
は
か
ら
さ
る
ほ
か
に
い
て
～
、
わ
た
く
し
の

成
敗
に
か
～
は
れ
さ
ら
む
時
は
、
神
明
か
な
ら
す

⑫
123456

789

011121314151

三
六
四

凡
非
過
分
之
大
管
者
、
宜
駐
任
意
之
上
奏
臭
、

一
不
可
行
新
議
（
儀
）
非
法
事

右
、
紳
不
享
非
祀
、
嘗
史
之
明
文
也
、

詞
官
之
中
、
以
正
直
可
烏
先
、
寺
務
之
輩
、

守
膏
規
可
行
事
、
就
中
大
菩
薩
御
託

宣
云
、
大
神
吾
不
正
之
物
者
不
受
、
此
物
意
稀

有
故
反
弄
倍
之
文
、

＊

　

　

　

　

　

　

＊

　

＊

縦
無
此
胴
誠
、
可
慣
々
々
、

＊

況
有
彼
塵
託
、
可
恐
可
恐
、

然
而
代
々
別
営
、
被
牽
公
私
之

繁
務
、
不
顧
神
慮
之
受

否
、
錯
乱
往
式
、

＊

張
行
新
議
（
儀
）
、
錐
難
禁
遇
、
於
守
一
向
之
信
、

何
忘
四
知
之
廉
、

但
繹
出
自
権
勢
、

＊

理
不
拘
成
配
（
敗
）
者
、

柄
　
可
憤

況儀敗
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照
覧
し
て
、
そ
の
と
か
事
を
～
こ
さ
む
所
に
か
へ
る
へ
し
、

そ
の
う
ち
、
宮
て
ら
最
要
の
人
、
な
ら
ひ
に
身
命
を
か
け

た
る
無
縁
の
と
も
か
ら
、
慈
悲
を
存
（
L
V
せ
は
、
あ
ひ
は
か
ら
ふ

所
あ
る
へ
し
、
身
の
要
人
に
お
き
て
は
、
こ
と
に
潔
白
の

沙
汰
を
く
は
へ
て
、
な
か
く
い
ゑ
八
を
）
に
つ
た
ふ
る
を
L
へ
と

す
へ
し
、
寺
務
の
暗
に
か
き
る
事
な
か
れ
、

一
　
大
塔
を
建
立
す
へ
き
事

右
、
く
た
ん
の
塔
は
、
成
清
法
印
検
校
の
時
、
焼
失

L
を
は
り
ぬ
、
そ
の
か
な
も
の
ら
、
先
師
別
普
千
手

観
音
を
造
立
し
た
て
ま
つ
る
時
、
少
々
か
り
う
け
て
、

こ
れ
を
も
ち
ゐ
る
と
い
へ
と
も
、
連
々
さ
し
あ
ひ
て
つ
く
の
は

さ
る
あ
ひ
た
、
つ
ゐ
に
逝
去
、
も
と
も
お
そ
れ
い
た
む
へ
し
、

そ
の
事
を
つ
く
の
ふ
へ
き
も
の
、
す
て
に
弟
子
に
あ
た
れ
り
、

い
は
む
や
美
濃
固
明
知
圧
は
、
か
の
塔
の
領
也
、

弟
子
い
ま
に
つ
た
へ
し
る
、
か
れ
に
つ
け
こ
れ
に
つ
け
、

つ
く
り
い
と
な
む
へ
き
こ
～
ろ
さ
し
も
と
も
切
也
、
神
明

か
な
ら
す
納
受
し
た
ま
へ
、

61718191021222

⑬
1234567890111

非
力
之
所
及
、
身
只
不
存
偏
頗
、

紳
必
可
垂
照
準
誤
蹄
答
於
本
人
、
示
誠
於
後
昆
、

其
此
中
馬
常
奇
異
所
最
要
之
人
、
及
懸
身
命
今

無
線
之
輩
、
存
慈
悲
可
猶
務
、

於
身
之
要
人
者
、
殊
加
潔
白
之

沙
汰
、
此
條
永
遠
家
語
之
訓
、

莫
限
寺
務
之
時
臭
、

一
可
建
立
大
塔
事

＊

　

＊

右
、
件
塔
者
、
成
清
畠
検
校
之
時
、
焼
失

了
、
其
金
物
等
、
先
師
別
営
造
立
千
手

観
音
之
間
、
少
々
借
講
両

雄
用
之
、
連
々
指
合
不
償
之
、

＊

逐
以
令
逝
去
、
如
何
子
他
生
、

可
償
其
事
者
、
己
嘗
弟
子
、

＊

　

　

　

　

　

　

　

　

　

＊

況
乎
美
濃
圃
明
知
庄
者
、
彼
塔
領
也
、

弟
子
相
博
子
今
知
行
、
付
彼
付
此
、

可
造
可
果
、
志
之
尤
切
、
紳

必
哀
納
臭
、

佗況
　
荘

「
石
清
水
八
幡
宮
権
別
当
田
中
宗
清
願
文
案
」
二
種
（
漢
字
仮
名
交
り
文
・
和
化
漢
文
）
対
照
本
文
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一
　
御
山
の
う
ち
に
千
手
堂
を
建
立
す
へ
き
事

右
、
先
師
別
嘗
千
手
観
音
を
（
建
）
造
立
し

た
て
ま
つ
り
二
大
伽
藍
を
建
立
す
へ
き
願
あ
り
、

す
て
に
形
像
を
あ
ら
は
し
た
て
ま
つ
る
と
い
へ
と
も
、

い
ま
た
締
韓
を
く
（
た
）
は
た
て
す
、
百
日
三
十
三
度

富
山
に
参
篭
す
へ
き
願
あ
り
て
、
わ
つ
か
に
八
ケ
度

を
と
く
と
い
へ
と
も
、
い
ま
た
二
十
六
度
を
満
せ
す
、

重
々
の
所
願
、
一
々
に
満
足
せ
す
、
其
身
は
や
く
さ
り
て
、

そ
の
願
な
を
の
こ
れ
り
、
弟
子
閑
を
お
き
ぬ
ふ
心
さ
し

切
な
り
と
い
へ
と
も
、
造
管
の
功
い
ま
た
な
ら
す
、
こ
れ

寺
務
進
退
の
身
に
あ
ら
す
は
、
経
始
土
木
の
こ
と
に

た
よ
り
な
き
ゆ
へ
な
り
、
よ
り
て
ま
つ
願
を
～
こ
し
て
、

い
よ
く
運
命
を
い
の
る
と
こ
ろ
也
、
参
寵
の
願
に

い
た
り
て
は
、
廿
六
口
の
僧
侶
を
嘱
（
嘱
）
せ
し
め
て
、
三
十
三

度
の
員
数
に
み
つ
へ
し
、
弟
子
お
な
し
く
其
そ
の
う
ち

に
つ
ら
な
り
て
、
と
も
に
行
業
を
修
せ
む
、
か
さ
ね
て

千
手
の
像
廿
六
鉢
を
造
立
し
て
、
新
堂
に

安
置
し
た
て
ま
つ
る
へ
し
、
又
公
胤
、
実
任
、
雅
緑

⑭
123456789011121314151617181

三
六
六

一
山
内
可
建
立
千
手
堂
事

右
、
先
師
別
嘗
有
可
造
立
千
手
観
音

建
立
一
大
伽
藍
之
願
、

錐
顧
形
像
、

＊

末
技
締
構
、
又
有
百
日
三
十
三
度

可
参
籠
富
山
之
靡
、
錐
及
八
箇
度
、

未
満
二
十
六
度
、

重
々
之
所
願
、
一
々
不
満
足
、
其
身
早
道
、

其
願
筒
遺
、
弟
子
補
関
之
志

錐
切
、
造
管
之
功
未
成
、
是

非
寺
務
進
退
之
身
者
、
不
便
経
始
土
木
之
事
欺
、

佃
先
登
願
、

禰
所
運
命
而
巳
、
至
干
参
籠
之
願
者
、

＊

令
嘱
廿
六
口
之
僧
侶
、
可
漏
三
十
三

度
之
員
数
、
弟
子
同
列
其
内
、

共
修
行
業
、
重

＊

造
立
千
手
像
廿
六
鉢
、
可
奉
安
置
新
堂
、

又
以
公
胤
責
任
雅
緑
、

致健
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三
人
の
僧
正
を
請
し
て
、
導
師
兇
願
講
師

た
る
へ
き
よ
し
、
先
師
の
立
願
也
、
し
か
れ
は
す
な
は
ち

剖
劇
功
を
～
へ
て
、
供
養
儀
を
ま
う
け
ん
時
、

か
の
三
輩
の
門
跡
を
た
つ
ね
て
、
か
な
ら
す
一
日
の
道
儀
を

か
さ
る
へ
し
、
重
山
の
月
を
こ
ひ
、
大
虚
の
風
を

マ
マ

ね
か
ふ
ゆ
へ
な
り
、
そ
も
ノ
（
1
わ
か
　
　
大
菩
薩
は
、

薬
師
観
音
弥
勤
を
も
ち
て
本
尊
と
し
た
ま
ふ
、

し
か
る
を
い
ま
千
手
の
霊
像
、
和
光
の
本
誓

を
あ
ら
は
し
て
、
六
口
の
僧
徒
を
～
き
て
、
不
退
の

行
法
を
修
す
、
か
み
は
三
所
に
資
し
た
て
ま
つ
り
、

中
は
一
人
を
い
の
り
た
て
ま
つ
る
、
L
も
は
二
親
を
と
ふ
ら
ふ
、

因
縁
也
、
大
因
縁
也
、
善
根
也
、
最
善
根
也
、
費
願
の

お
も
む
き
、
感
應
あ
に
む
な
し
か
ら
む
や
、
し
か
の
み

な
ら
す
、
富
宮
に
ま
こ
と
を
ぬ
き
い
て
、
弟
子
た
の
み

を
か
く
る
と
も
か
ら
、
二
求
を
満
足
せ
し
め
、
一
門
を

昌
柴
せ
し
め
む
、
わ
れ
を
た
の
む
と
い
ふ
と
も
、
神
を

忽
諸
し
た
て
ま
つ
ら
む
に
を
き
て
は
、
廻
向
の
か
き
り
に

あ
ら
す
、
新
立
の
庄
園
を
申
よ
せ
て
、
久
住
の

91021222

324252627200

2920313233343

5363

可
鳥
導
師
呪
願
意
師
之
由
、

先
師
之
立
願
也
、
然
則

剖
劇
終
功
、
供
養
儲
儀
之
時
、

尋
彼
三
聾
之
門
跡
、
以
鮮
一
日
之
道
儀
、

懸
重
山
之
月
、
希
大
虚
之
風
者
欺
、

抑
我
大
菩
薩
者
、

以
薬
師
観
音
禰
勤
烏
本
尊
、

而
今
刻
千
手
之
憲
像
、
顧
和
光
之
本
誓
、

置
六
口
之
倍
徒
、
修
不
退
之

行
法
、
上
資
三
所
、

中
祀
一
人
、
下
訪
二
親
、

因
縁
也
、
大
因
縁
也
、
善
根
也
、
最
善
根
也
、
賛
願
之

趣
、
感
應
量
空
、
加
之＊

常
宮
抽
誠
、
弟
子
懸
靖＊

之
輩
、
令
満
足
二
求
、
令
昌
柴
一
門
、

＊

但
錐
礪
我
、

於
奉
忽
緒
（
諸
）
紳
者
、
非
廻
向
之
限
、

＊

　

　

　

　

＊

申
寄
新
立
之
庄
園
、
可
宛
久
住
之

憑シナ憑荘
　
充

「
石
清
水
八
幡
宮
権
別
当
田
中
宗
清
願
文
案
」
二
種
（
漢
字
仮
名
交
り
文
・
和
化
漢
文
）
対
照
本
文

三
六
七
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衣
食
に
あ
っ
へ
し
、
そ
の
つ
と
め
を
こ
な
ひ
に
お
き
て
は
、

時
に
の
そ
み
て
は
か
ら
ひ
さ
た
む
へ
し
、

〔
約
三
行
分
空
自
〕

マ
マ

貞
應
二
年
十
月
　
　
日
法
印
大
和
尚
位

時
之
権
別
富
法
印
立
願

之
事
雑
傾
名
所
望
之
虞

京
極
中
納
言
定
家
卿
承
引
之
趣

不
可
思
議
之
一
軸
也
是
則

可
為
雄
徳
山
奇
珍
之
英
一

者
乎慶
長
十
五
仲
冬
日
　
　
花
押

7

n
J

83

衣
食
、
於
其
勤
行
者
、

臨
期
可
計
定
臭
、
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一
所
願
成
就
了
可
令
遁
世
事

右
、
三
所
大
菩
薩
、

部
類
脊
層
殊
別
先
細
武
内
大
臣
、
必
垂
冥
感
、

＊

　

＊

助
成
我
願
、
々
々
既
漏
、
道
心
亦
熟
、

不
著
世
間
之
法
、
堅
廻
雲
栖
之
計
、
依
紳
之
方
便
、

勿
心
之
退
醇
、
逐
以
今
生
烏
穆
土
之
終
、

以
後
世
烏
菩
提
之
始
、
御
託
宣
云
、

＊

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

＊

難
渡
未
渡
乃
尿
生
乎
渡
加
島
仁
現
神
道
文
、

＊

　

＊

武
内
大
神
、
　
本
地
則
西
方
之
教
主
、

垂
跡
亦
先
廟
之
祀
霧
、
権
化
風
壊
、

久
息
叢
詞
之
陰
、
種
胤
露
深
、
定
開
蓮
墓
之
等
桑
、

以
前
大
願
敬
以
巻
起
、

＊

夫
紳
之
冥
慮
難
測
、
人
之
運
命
有
限
、

雄
鳥
重
代
之
職
、
推
薦
権
官
之
身
、

至
干
寺
務
者
非
別
運
哉
、

若
依
大
願
之
力
、
逐
過
分
之
望
者
、

専
拙
他
事
宜
果
宿
賽
、
是
貴
紳
之
願
也
、

天

「
石
清
水
八
幡
宮
権
別
当
田
中
宗
清
願
文
案
」
二
種
（
漢
字
仮
名
交
り
文
・
和
化
漢
文
）
対
照
本
文
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三
七
〇

呈
衆
神
慮
之
旨
、
是
酬
師
之
志
也
、

姦
歩
師
資
之
跡
、
但
不
可
進
任
宿
道
於
埋
運
、

＊

但
不
可
退
侍
（
醇
）
譜
第
於
次
第
、

乃
至
数
箇
之
願
印
無
刑
、
一
期
之
毒
算
是
全
、

仰
紳
徳
之
徐
身
、
知
皇
恩
之
在
首
、

＊

＊

＊

凡
者
徳
之
島
徳
恩
之
鵠
恩
、
無
不
謝
無
不
報
、

箇
裏
於
堂
塔
建
立
之
願
、
経
論
渡
替
之
志
者
、

縦
錐
寺
務
之
前
日
、
宜
勘
石
心
之
底
露
、

佃
以
委
願
敬
白
、

韓シ
　
シ
　
シ

ナ
ナ
ナ

建
保
五
年
正
月
廿
七
日
弟
子
石
清
水
護
国
寺

種
別
嘗
法
印
大
和
薗
位
宗
清




